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東京メトロ（本社：東京都台東区 社長：奥 義光）では、お客様がご乗車の際によりわかりやすく、安心 

してご利用いただけるよう、全線に新型行先案内表示器を導入いたします。 

 

新型行先案内表示器は現行のＬＥＤから液晶ディスプレイに変更することで、視認性を向上いたします。ま

た、列車の行先や発車時刻だけでなく、列車の現在位置や停車駅、運行情報等より多くの情報を表示する

ことが可能となりました。また、表示言語を、現行の日本語、英語の２か国語表示に、中国語（簡体字）、韓国

語を追加し、海外からのお客様により分かりやすい案内をいたします。 

８月５日（金）に日比谷線霞ケ関駅から導入を開始し、２０１６年度中に日比谷線、千代田線、半蔵門

線の各駅で順次導入を進め、他路線の各駅も含めて、２０１９年度までに東京メトロ全線に設置を完了す

る予定です。 

 

今後もご利用いただく国内外のお客様に対して便利でわかりやすい情報を提供してまいります。 

詳細は、別紙のとおりです。 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

表示言語を日本語、英語の２か国語表示から中国語（簡体字）、韓国語を追加 

 ８月５日（金）日比谷線霞ケ関駅から順次導入開始、２０１９年度までに全駅設置 

東京メトロ全路線に新型行先案内表示器を導入！ 

【現行行先案内表示器】 

【新型行先案内表示器イメージ】 



 

新型行先案内表示器の導入概要 

 ○特徴 

  １ 液晶ディスプレイ 

表示デザインの自由度が高い液晶ディスプレイを使用することで、現在のＬＥＤ表示器よりも多くの情報

を表示することが可能となるとともに、視認性が向上いたします。 

   

２ 表示情報 

列車の現在位置、各種ご案内と、次発列車情報を個別に設けることで、必要な情報を常に表示することが

可能となります。 

また、ダイヤ乱れ等の際は、運行情報を最下段に表示いたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 対応言語 

    既存の日本語・英語に、新たに中国語（簡体字）・韓国語を追加した計４言語で順に表示いたします。 

    

 

                

  

 

○今後の導入スケジュール 

日比谷線、千代田線、半蔵門線は２０１６年度までに設置が完了し、銀座線、丸ノ内線、東西線、有楽町線、南北

線、副都心線は２０１９年度までに設置を完了する予定です。 

【中国語（簡体字）】 

別  紙 

【英語】 

【韓国語】 

【通常時】 

先発列車情報エリア 

各種ご案内エリア 

次発列車情報エリア 

列車在線エリア 

ダイヤ乱れ時情報エリア 

【ダイヤ乱れ時】 


